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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
の
選
択
肢
は
増
加

手
術
療
法
は
時
期
を
的
確
に
と
ら
え
て
検
討
を

　２月25日、福岡で「パーキンソン病　患者さんと家族
のための公開講座」（共催／日本メドトロニック、サンケ
イリビング新聞社）が開かれました。専門医が最新の情
報を講演。Ｑ＆Ａの時間には、患者さんの質問に丁寧
に答えてくれました。その一部を紹介します。

広告／日本メドトロニック

産業医科大学病院
認知症センター　センター長
座長　魚住武則先生

福岡大学病院
脳神経外科　講師
講演　森下登史先生

自分らしくよりよい生活を送るために、
知っておくべきパーキンソン病の治療

―薬物治療と新たな治療法

熱心に耳を傾ける参加者。メモをとる姿も多くありました

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
脳
内
の
ド
パ
ミ
ン

と
い
う
物
質
の
減
少
が
原
因
で
、
手
の
震
え

や
動
き
の
緩
慢
、
す
く
み
足
な
ど
の
症
状
が

起
こ
る
病
気
で
す
。
症
状
は
片
側
か
ら
発
症

す
る
の
も
特
徴
で
、
進
行
す
る
と
、
体
が
傾

く
側
弯
、
首
が
下
が
る
な
ど
の
体
幹
症
状
、

幻
覚
、
幻
聴
、
う
つ
な
ど
の
精
神
症
状
、
認

知
機
能
の
低
下
な
ど
も
起
こ
り
、
寝
た
き
り

の
状
態
に
至
る
の
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
部
遺
伝
的
な
要
因
も
わ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
一
般
的
に
10
万
人
当
た
り
１
０
０
〜
１

５
０
人
、
お
よ
そ
１
０
０
０
人
に
１
人
に
発

症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
か
ど
う
か
、
同
じ
よ
う

な
症
状
を
呈
す
る
ほ
か
の
病
気
と
鑑
別
す
る

た
め
に
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
ド
パ
ミ
ン
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
タ
ー
シ
ン
チ
検
査
な
ど
で
、
頭
の
中

に
ド
パ
ミ
ン
が
足
り
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
人
は
カ
フ
ェ

イ
ン
の
血
中
濃
度
が
標
準
の
３
分
の
１
程
度

な
の
で
、
血
液
中
の
カ
フ
ェ
イ
ン
濃
度
で
診

断
す
る
手
法
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
服
薬
が
主
な
治
療
法
で
す
。
初
期
に
は
脳

内
の
ド
パ
ミ
ン
を
増
や
す
薬
で
、
症
状
が
改

善
し
ま
す
。
し
か
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
服

用
す
る
う
ち
に
、
薬
の
効
果
は
短
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
薬
が
効
い
た
状
態
の
「
オ
ン
」、

薬
が
切
れ
た
状
態
の
「
オ
フ
」
を
、
一
日
に
何

度
も
繰
り
返
し
て
し
ま
う
ウ
ェ
ア
リ
ン
グ
オ

フ
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
ウ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

オ
フ
と
同
じ
頃
か
ら
、
薬
の
副
作
用
と
し
て
、

意
志
と
関
係
な
く
勝
手
に
手
や
足
、
唇
な
ど

が
動
い
て
し
ま
う
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
も
出
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
ド
パ
ミ
ン
補
助
薬
、
ド
パ
ミ
ン
作
動
薬
な

ど
、
薬
の
種
類
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
症
状
の
現
れ
方
を
見
な
が
ら
、
薬

の
種
類
と
量
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
の
が
基

本
的
な
治
療
で
す
。
神
経
内
科
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
と
患
者
さ
ん
の
信
頼
関
係
が
重
要
に
な

る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
適
切
な
治
療
を
適

切
な
時
期
に
受
け
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
が

長
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｄ
Ｂ
Ｓ
手
術
も

最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
け
る
こ
と
で
健
康

寿
命
を
長
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
子

の
い
い
状
態
の
時
間
を
伸
ば
す
の
が
治
療
の

目
的
。
服
薬
、
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ
の
す
べ
て

を
組
み
合
わ
せ
て
長
期
的
な
治
療
計
画
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
病
気
の
た
め
に
体
が
動
か
し
に
く
い
と
運

動
不
足
に
な
り
、
筋
力
が
衰
え
、
社
会
的
な

活
動
が
低
下
し
、
ま
す
ま
す
引
き
こ
も
り
に

な
り
ま
す
。
こ
の
負
の
サ
イ
ク
ル
は
断
ち
切

ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

家
族
も
一
緒
に
最
新
の
情
報
を
正
し
く
理
解

し
て
、
自
身
に
あ
っ
た
治
療
で
前
向
き
に
な

っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
え
な
ど
の
症
状
が
で
る
病
気

診
断
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
ド
パ
ミ
ン
量
の
検
査
を
し
ま
す

初
期
は
ド
パ
ミ
ン
を
増
や
す
薬
物
療
法
で
治
療

効
果
は
波
が
あ
り
ま
す

正
し
い
情
報
を
理
解
し

適
切
な
時
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る

講
演
・
森
下
登
史
先
生

Q&A 患者さんの質問に、２人の先生が答えてくれました
発症して５年、進行も早くなってきました。
これから先、心がけることは？

魚住先生　 ５年というと薬の効果が下がってくる時期。その状態に合った薬を調整
しなくてはいけません。主治医とよく話し合ってください。一般的には
スポーツをしていたり、明るく活動的な生活をしている人の方が、進行
が遅いようです。気持ちや考え方の持ち方も大きいと思います。

森下先生　 症状に応じてリハビリを取り入れたり、ＤＢＳも選択肢の一つと考えて
いいかもしれません。

Q 日常生活の過ごし方と、手術後の注意点を教えてください。

魚住先生　 パーキンソン病は全身病といわれるくらい、多岐にわたる症状が出ま
す。そういう病気だということを、まず理解してください。

森下先生　 ＤＢＳの目的は自分で出来ることの幅を増やすことですから、手術後に
してはいけないことや注意することは特にありません。

Q

幻覚、幻聴は手術で軽減できるのでしょうか？

森下先生　 胃ろうを作る経腸療法にせよ、ＤＢＳにせよ、基本的には運動症状を
抑える方法です。認知症や幻聴、幻覚、排尿症状などには効果は見ら
れません。早めにどう対処するか、医師に相談しましょう。

Q
パーキンソン病と診断されてどう向き合っていったらいいか
悩んでいます。

魚住先生　 外来で、突然診断されれば驚くことでしょう。パーキンソン病は根治
出来ませんが、治療すれば症状が落ち着くのは確かです。患者友の会
などの交流も勧めます。

森下先生　 治療の成功には薬、リハビリ、手術のすべてを組み合わせることがと
ても大切です。それをよく理解して、治療を進めましょう。

Q

・ウェアリングオフが出現している

・重度のジスキネジアがある

・手足に強い震えがある

効果を発揮するのは、どんな症状？

専門医の具体的な回
答は、患者さんや家
族を勇気づけました

　
新
し
い
療
法
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
経
腸
療
法
。
胃
に
穴
を
あ
け
て
チ
ュ

ー
ブ
を
挿
入
し
、
持
続
的
に
薬
液
を
流
す
方

法
（
持
続
注
入
ポ
ン
プ
を
用
い
た
経
腸
投
与

方
法
）
で
す
。
た
だ
、
装
置
を
常
に
持
ち
歩

か
な
く
て
は
い
け
な
い
ま
せ
ん
し
、
手
先
が

震
え
る
人
は
注
入
薬
を
注
ぎ
込
む
の
が
難
し

い
と
い
う
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
脳
深

部
刺
激
療
法
（
Ｄ
Ｂ
Ｓ
）。
脳
の
深
い
部
分
に

電
極
を
植
え
込
み
、
電
気
信
号
を
送
り
込
む

こ
と
で
脳
の
異
常
活
動
を
制
御
す
る
治
療
で

す
。
古
く
か
ら
振
戦
な
ど
の
治
療
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
、
２
０
０
０
年

に
ふ
る
え（
振
戦
）に
保
険
適
応
と
な
り
、
ふ

る
え
以
外
の
運
動
障
害
に
も
２
０
１
３
年
か

ら
保
険
適
応
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
70
施
設

で
手
術
が
可
能
で
す
。
震
え
を
止
め
る
に
は

非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
が
効
い
て
い
る
時（
オ
ン
）と
効
い
て
い

な
い
時（
オ
フ
）の
差
が
激
し
い
、
ジ
ス
キ
ネ

ジ
ア
が
あ
る
、
オ
ン
オ
フ
は
な
い
け
れ
ど
手

足
の
震
え
が
激
し
い
な
ど
の
場
合
に
は
、
Ｄ

Ｂ
Ｓ
を
検
討
し
ま
す
。

新
し
い
治
療
法
も
登
場

注
目
が
高
ま
る
手
術
に
よ
る「
脳
深
部
刺
激
療
法
」

脳深部刺激療法（ＤＢＳ）

この記事は4月21日号のリビング新聞に掲載されました


